
2020年までに改善に取り組むターミナル
駅の位置づけについて 
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交通結節点WGの位置付けと変更点 

当初の予定 （Ｈ27.8 第1回交通結節点WG時点) 

・各WGでの成果などから成る交通戦略案を 
 作成し、多様な意見を反映させた上で、 
 平成２８年内を目途に東京の交通戦略とし 
 て取りまとめる。 

当初の予定 

・各ＷＧの成果を実行プロジェクト集として 
 取りまとめ、推進会議の報告とする。 
・２０２０年に向けて個々のプロジェクトを 
 推進していく。 

・2020年までに取り組むターミナル駅を決定 
・他のターミナル駅についても、地元区市等 
 の意向を踏まえ展開 
・ターミナル共通化指針の策定 

・区市等による具体の地区での展開 

 これまでのＷＧの検討成果を踏まえ、 
 方向性の整理 

・新たな道路の使い方について、2040年 
 代のグランドデザイン策定と併せて、 
 引き続き検討 

 これまでのＷＧの検討成果を踏まえ、 
 方向性の整理 

・フィーダー交通の充実について、2040 
 年代のグランドデザイン策定と併せて、 
 引き続き検討 

身近な交通手段である自転車の利用環境整備 
 ・自転車走行空間のネットワーク化 
 ・シェアサイクルの活用 
 ・交通ルールやマナーの徹底 

・運航の社会実験 
・駅から船着場までのアクセス改善等 

２
０
２
０
年
に
向
け
て
実
施 

今後の進め方（平成２８年度内） 

交
通
戦
略
推
進
会
議
に
お
い
て
、
３
Ｗ
Ｇ
の
成
果
を
確
認
し
、
Ｈ
Ｐ
に
公
表 

            施策の方向性 

交
通
戦
略
推
進
会
議 

交通結節点
ＷＧ 

初めての人でもわか
りやすく、利用しや
すいターミナルの 
実現 

道路空間 
活用ＷＧ 

歩行者空間の創出と 
ネットワーク化 

地区レベルの交通政
策（地区交通マネジ
メント）の推進 

自転車の短距離交通
手段として交通体系
への組み込み 

水辺空間 
活用ＷＧ 

水辺空間の魅力向上
に向けた舟運の活性
化 

２
０
２
０
年
に
向
け
て
実
施 

２
０
２
０
年
に
向
け
て
実
施 

「総合的な交通政策のあり方検討会」で示された交通政策・施策の実現のため、関係者による推進会議を設置し、各種施策を順次実行する。 

（目標年次：２０２０年） 

交通戦略推進会議の設置趣旨 

◇ 変更点 

◇ スケジュール 

★ 各地区の取組内容を把握し、これらの動きを支援 

新宿ターミナル協議会 

利用者の視点から関係者の垣根を

越えて、誰もがわかりやすく使いや

すい新宿ターミナルの実現を目指し、

基本ルールの策定などを目途とした

協議の場 

連携 

次年度以降 各区市の主導により実施 

第２回WG（H28.10頃実施） 

・2020年までに改善に取り組むターミナル駅の位置付け方法を確認

【４５駅の関係区市と調整の上、位置づけ】 

・ターミナル駅共通化指針（素案）提示 

第３回WG（H29.1頃実施） 

最終案の提示 

・2020年までに改善に取り組むターミナル駅 

・ターミナル駅共通化指針 

今後の進め方 

◇取組内容 

  ・案内サインの改善 

  ・乗換バリアフリーの推進 

  ・サービスの向上 

• 地元区市の主導により、
関係者による検討体制の
構築 

• 都は、新宿駅の取組を参
考に支援 

駅まち会議 

地元区市等 

関係者 都 

 ・ターミナル駅共通化指針 

※支援のツール 

◇ 交通結節点WGの位置づけ 
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ターミナル駅への展開 当初の予定 （Ｈ27.7 第1回推進会議時点) 

・平成２８年秋頃、各ＷＧの成果を「交 
 通戦略」の素案として取りまとめた上 
 で、パブリックコメントを実施し、年 
 内に「交通戦略」として公表する。 

当初の予定 

・各ＷＧの成果を実行プラン集として取 
 りまとめ、推進会議の報告とする。 
・２０２０年に向けて個々のプロジェク 
 トを推進していく。 

・2020年までに取り組むターミナル駅を決定 
・他のターミナル駅についても、地元区市等 
 の意向を踏まえ展開 
・ターミナル共通化指針の策定 

・区市等による具体の地区での展開 

 これまでのＷＧの検討成果を踏まえ、 
 方向性の整理 

・新たな道路の使い方について、2040年 
 代のグランドデザイン策定と併せて、 
 引き続き検討 

 これまでのＷＧの検討成果を踏まえ、 
 方向性の整理 

・フィーダー交通の充実について、2040 
 年代のグランドデザイン策定と併せて、 
 引き続き検討 

身近な交通手段である自転車の利用環境整備 
 ・自転車走行空間のネットワーク化 
 ・シェアサイクルの活用 
 ・交通ルールやマナーの徹底 

・運航の社会実験 
・駅から船着場までのアクセス改善等 
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手段として交通体系
への組み込み 

水辺空間 
活用ＷＧ 
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「総合的な交通政策のあり方検討会」で示された交通政策・施策の実現のため、関係者による推進会議を設置し、各種施策を順次実行する。 

（目標年次：２０２０年） 

交通戦略推進会議の設置趣旨 

◇ WGの成果の取りまとめの変更点 

◇ スケジュール 

★ 各地区の取組内容を把握し、これらの動きを支援 

新宿ターミナル協議会 

利用者の視点から関係者の垣根を

越えて、誰もがわかりやすく使いや

すい新宿ターミナルの実現を目指し、

基本ルールの策定などを目途とした

協議の場 

連携 

次年度以降 各区市の主導により実施 

第２回WG（H28.10頃実施） 

・2020年までに改善に取り組むターミナル駅の位置付け方法を確認

【４５駅の関係区市と調整の上、位置づけ】 

・ターミナル駅共通化指針（素案）提示 

第３回WG（H29.1頃実施） 

最終案の提示 

・2020年までに改善に取り組むターミナル駅 

・ターミナル駅共通化指針 

今後の進め方 

◇取組内容 

  ・案内サインの改善 

  ・乗換バリアフリーの推進 

  ・サービスの向上 

○取組内容 

・案内サインの改善 ・乗り換え動線のバリアフリーの推進 ・サービスの向上 

（新宿駅と同様の取り組みを他のターミナル駅に展開） 

○取り組むターミナル駅 

① 今年度、2020年大会までに改善に取り組むターミナル駅を位置付ける 
② 次年度以降、他のターミナル駅についても、地元区市等の意向を踏まえ、追加してい

くことで、展開する 

○検討体制の構築（駅まち会議の設置） 

• 地元区市の主導により、関係者による検討体制の構築 
• 都は、新宿駅の取組を参考に支援 

駅まち会議 

地元区市等 

関係者 都  ・ターミナル駅利便性向上指針 

※支援のツール 

○スケジュール例 

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 

改善に取り組む 
ターミナル駅 

7
月 

現状把握 
基本ルール策定 

整備実施 詳細協議調整 
検討体制 
構築の準備 

◎ オリンピック 
  パラリンピック 
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■質的な観点 

  東京都では、２０２０年に向けて「世界から資本・人材・情報が集まる国際ビジネス環境の創出 

  （空港アクセス、ビジネス）」や「世界的な観光都市としての環境づくり（観光、商業）」などを 

  目指してくことから、以下の項目を満たす駅をそれぞれ選定する。 

項目 内容 設定理由 

乗降客数 ２０万人以上の駅 交通政策審議会資料で都心部周辺拠点駅に分類する際の基準 

事業者数 ２社以上 事業者間の垣根を越えた連続性の確保を重視し、２社以上 

路線数 ３路線以上 － 

◇ 本ＷＧでは、一定の条件を満たすターミナル駅の中から、関係区市の意向を踏まえた上、 

   ２０２０年までに改善に取り組むターミナル駅を位置付ける。 

  
【乗降客数】 
 東京都内の１日の平均乗降客数２０万人以上の駅 

 【事業者数】 
 駅に乗り入れる事業者数が２者以上の駅 

 【路線数】 
 駅に乗り入れる路線数が３路線以上の駅 

２０２０年までに改善に取り組むターミナル駅を位置付ける  

一定の条件を満たすターミナル駅の関係区市にヒアリング  

量
的
な
観
点 

区
市
と
調
整 

○一定の条件 


